
① ② ③ ④ ⑤ ⑥

講義 1 2

この授業では、一般的に使われている日本
語を減災・防災時や観光などで外国人にとっ
てわかりやすい「やさしい日本語」にするには
どうすればよいかという近年本格的に研究が
進められている多文化共生社会に焦点をあ
てながら、その現状を学習する。

（１）一般的な日本語を「やさしい日本語」に
置き換えることができる。
（２）多文化共生社会における「やさしい日本
語」の重要性が説明できる。

◎ 〇 〇

演習 1 2

異文化を理解するために、文化人類学にお
ける文化相対主義という概念を学ぶ。この授
業では、世界のさまざまな文化を取り上げ、
文化の固有性と人類の普遍性について考え
る。

（１）文化相対主義という考え方を身につけ
る。
（２）世界の文化の多様性について知る。
（３）人類の普遍性について知る。

〇 〇 ◎

演習 1 2

異文化を理解するために、世界のさまざまな
社会にみられる行事や慣習、価値観などに
ついて学ぶ。この授業では、このような固有
性が生まれた背景について考える。

（１）文化の固有性のあり方について知る。
（２）文化の固有性が生まれた背景について
説明できるようになる。
（３）異文化を理解するうえで重要な視点を身
につける。

〇 〇 ◎

演習 1 2

コロナ禍で国境をまたぐ人の往来が停滞した
とはいえ、日本に暮らす外国籍の人は過去
最多となっている。また、国籍は日本であって
も、外国にルーツをもつ人、ハーフ（ダブル）
の人、先住民族や難民など、この日本には多
様な人々が暮らしている。この授業では、そう
した人々が置かれた状況を文献や映像をもと
に紹介し、学校、職場、地域社会、行政、コ
ミュニティのなかでどのような問題を抱えてい
るのか、を取り上げる。天理大学で学んでい
る留学生からも聞き取りを行いたい。

（１）統計データの読み方を理解し、今後の大
学での学び（レポートや論文）に生かすことが
できる。
（２）日本における多文化共生の現状を、当
事者の体験や声から理解することができる。
（３）違いを否定し、排除するのではなく、違い
を受けとめ理解しようとする柔軟な思考を身
につけることができる。

〇 〇 ◎

演習 1 2

「多文化共生論１」で得てもらった知見を土台
として、この授業では、日本以外の国や地域
での多文化共生に関する諸問題や解決に向
けた取り組みを、文献や映像を通して学ぶ。
授業の後半では、受講生は多文化共生に関
するテーマを自分で見つけて調べ、その成
果をパワーポイント等を用いて発表してもら
い、クラスの中で議論したい。

（１）日本以外の国・地域での多文化共生の
現状、歴史、取組みについて説明することが
できる。
（２）多文化共生社会を構築していくために有
効な方策を具体的に提案することができる。
（３）違いを否定し、排除するのではなく、違い
を受けとめ理解しようとする柔軟な思考を身
につけることができる。

〇 〇 ◎

演習 1 2

本入門ゼミナールでは、国際事情に関する
情報収集について学ぶ。日々多くの多様な
国際事情に関するニュースが流れている。そ
の媒体は、伝統的な新聞やテレビそして昨今
は手軽な情報源であるネットニュースやSNS
などである。世代によって、情報源とするもの
は異なっている。また、日本語語以外の外国
語の情報も無料の翻訳ソフトを使うことで簡単
に手に入る。本授業では、情報源による情報
の質や量の差異などにについて考えていく。

（１）国際事情に関する情報収集方法につい
て知る。
（２）様々な情報源からデータを収集する。
（３）情報の比較、分析を行い、国際事情に関
するデータの信憑性を考える。

〇 〇 ◎

演習 1 2

本入門ゼミナールでは、国際事情入門ゼミ
ナール１で学んだ見地をもとに、各自の関心
のある国際事情に関するトピックの内容を複
数の情報源から収集する。収集したデータを
比較・分析することによって、多角的な見地
から国際事情の情報を得ることを学ぶ。

（１）各自の関心のある国際事情のトッピックを
見つける。
（２）トピックに関する情報を複数の情報源か
ら収集する。
（３）多角的な見地から国際事情について知
る。

〇 〇 ◎

演習 1 2

あらゆる文化は歴史的に形成されてきたもの
であり、歴史的由来を知ることなしに異文化も
自文化も理解することはできない。現代に至
るまで、世界中の人々が自分たちの生きる世
界の成り立ちを説明するため、様々な世界史
像を描いてきた。この授業では、世界の歴史
が時代・地域によってどのように異なる捉え方
をされていたかを学び、歴史を批判的に見る
ことができるようにする。

 （１）時代と地域によって異なる世界史像が描
かれてきたことを理解する。

 （２）既存の歴史像を批判的に見る態度を身
につける。

〇 〇 ◎

演習 1 2

あらゆる文化は歴史的に形成されてきたもの
であり、歴史的由来を知ることなしに異文化も
自文化も理解することはできない。一方で、
歴史は容易にねじ曲げられ利用されるもので
もある。この授業では、世界の歴史が様々な
集団に属する人々によってどのように描かれ
利用されてきたかを学び、歴史を批判的に見
ることができるようにする。

 （１）歴史が目的をもって描かれるものである
ことを理解する。

 （２）既存の歴史像を批判的に見る態度を身
につける。

〇 〇 ◎

演習 2 2

異文化は異なる時代、異なる地域にだけ存
在するわけではない。同じ時代の同じ地域に
おいても異なる文化は存在する。異文化を理
解するとはどういうことか、具体的な事例を通
して考える。

（１）身近なところにも異文化が存在することを
知る。
（２）具体的な事例を通して、異文化を理解す
る視点を身につける。

〇 〇 ◎

演習 2 2

異文化を理解することは自文化を理解するこ
とに帰着する。自文化の理解は異文化理解
を通して可能になる。自文化理解に通じる異
文化理解について、具体的な事例を通して
学ぶ。また、文化相対主義など、文化人類学
における理論・主義について学ぶ。

（１）異文化を理解することで自文化を相対化
できるようになる。
（２）文化相対主義ついて、その問題点も含め
て理解する。

〇 〇 ◎

歴史文化入門ゼミナール１

歴史文化入門ゼミナール２

異文化理解ゼミナール２

ディプロマ・ポリシー

科　　　　　　目　　　　　名
授業
形態

授業の主題

異文化理解入門ゼミナール１

配当
年次

やさしい日本語

単
位

次のような知識や能力を備えた学生に学士（国際文化学）の学位を授与します。

①異文化理解に必要な情報収集力と言語能力を身につけている（技術）
②世界や地域の多様な文化について、学際的な見地から理解する見識を身につけている（知識）
③世界や地域の諸問題に関心をもち、情報収集と分析を通して公共に資する課題を設定することができる（思考）
④言語と知識を駆使して異文化交流に積極的に取り組む主体性を身につけている（意欲）
⑤言語・文化を異にする他者と共に生き、多様性を尊重することができる（態度）

国際文化学科 カリキュラムマップ(2025年度入学生)

授業の到達目標

ディプロマ・ポリシーの番号
◎達成のために特に重要
○達成のために重要

⑥国際交流、海外伝道、国際観光、国際スポーツ指導、国際ビジネス、地方創生などにおいて国の内外で「他者への献身」ができる（行動）

異文化理解入門ゼミナール２

多文化共生入門ゼミナール１

異文化理解ゼミナール１

多文化共生入門ゼミナール２

国際事情入門ゼミナール１

国際事情入門ゼミナール２



① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ディプロマ・ポリシー

科　　　　　　目　　　　　名
授業
形態

授業の主題
配当
年次

単
位

次のような知識や能力を備えた学生に学士（国際文化学）の学位を授与します。

①異文化理解に必要な情報収集力と言語能力を身につけている（技術）
②世界や地域の多様な文化について、学際的な見地から理解する見識を身につけている（知識）
③世界や地域の諸問題に関心をもち、情報収集と分析を通して公共に資する課題を設定することができる（思考）
④言語と知識を駆使して異文化交流に積極的に取り組む主体性を身につけている（意欲）
⑤言語・文化を異にする他者と共に生き、多様性を尊重することができる（態度）

授業の到達目標

ディプロマ・ポリシーの番号
◎達成のために特に重要
○達成のために重要

⑥国際交流、海外伝道、国際観光、国際スポーツ指導、国際ビジネス、地方創生などにおいて国の内外で「他者への献身」ができる（行動）

演習 2 2

グローバリゼーションは様々な国や地域に多
様な文化をもたらしている。そしてそれらの文
化は他者の文化と共生しながら変容してい
る。この演習では、どのような国や地域で、ど
のような文化の共存があるのかをアクティブ
ラーニングで学ぶ。

（１）グローバリゼーションの歴史的側面を知
る。
（２）様々な国や地域における他者の文化の
移植について知る。
（３）文化が異なる他者と人々はどのように関
係・共生しているのか考えることができる。

〇 〇 ◎

演習 2 2

グローバリゼーションがもたらす様々な国や
地域に多様な文化は、他者の文化への・から
の抵抗をも引き起こしながら変容している。こ
の演習では、どのような国や地域で、どのよう
な諸文化間の軋轢があるのかをアクティブ
ラーニングで学ぶ。

（１）グローバリゼーションの歴史的側面を知
る。
（２）様々な国や地域における他者の文化の
抵抗のありようについて知る。
（３）文化が異なる他者と人々はどのように関
係・対抗しているのか考えることができる。

〇 〇 ◎

演習 2 2

グローバリゼーションを背景に人、モノ、資
本、価値などが国を越境し、世界中で異文化
間の衝突や文化の変容が起こっている。この
授業では、グローバリゼーションが地域社会
に与えている影響について学ぶ。

（１）グローバリゼーションが世界中で引き起こ
している問題について知る。
（２）グローバリゼーションが地域社会に与え
る影響について説明できるようになる。
（３）グローバリゼーションに関して、自分の考
えを持てるようになる。

〇 〇 ◎

演習 2 2

グローバリゼーションがすすむ現代社会のな
かで、地域社会に暮らす人々はどのように
日々の生活を営んでいるのだろうか。この授
業では、地域社会に暮らす人々の視点にた
ちグローバリゼーションをとらえなおすことを
学ぶ。

 （１）現代社会のなかで加速するグローバリ
ゼーションの実例について知る。

 （２）地域住民の視点に立ち、グローバリゼー
ションを分析する視点を身につける。

 （３）グローバリゼーションに関して、自分の考
え方を発表できるようになる。

〇 〇 ◎

演習 2 2

２年生向けの演習科目である点を踏まえ、こ
の授業ではヨーロッパの歴史や文化に関する
知識と理解を着実なものにするため、基本的
な文献を読んで、レジュメ（要約）を作成して
発表し、議論する形式で授業を進める。テー
マの候補としては、多文化共生、歴史認識，
食文化、スポーツ、環境などを考えている。

（１）３・４年生での学びに向けて、質の高いレ
ジュメ（要約）を作成することができる。
（２）作成したレジュメをもとに、プレゼンテー
ションをする技術・能力を高めることができ
る。
（３）ヨーロッパの歴史や文化に対して理解と
関心を深めることができる。

〇 〇 ◎

演習 2 2

「歴史文化ゼミナール１」で身に着けた知識
や技能を土台としながら、ひき続き、ヨーロッ
パの歴史や文化に関する文献を読んで、レ
ジュメ（要約）を作成して発表し、議論する形
式で授業を進める。テーマについては教員も
候補を用意するが、基本的には受講生が関
心を抱いているテーマを尊重することで主体
的な学びを後押ししたい。

（１）ヨーロッパの歴史や文化に関して自ら
テーマを見つけ、文献（資料）を探し出すこと
ができる。
（２）３・４年生での学びに向けて、質の高いレ
ジュメ（要約）を作成することができる。
（３）作成したレジュメをもとに、プレゼンテー
ションの技能をさらに高めることができる。

〇 〇 ◎

講義 1 2

この授業では、社会科学的な視点から社会
調査の歴史と意義について確認したうえで、
調査の入門段階としてデータ収集方法や社
会調査の諸類型についての基本事項を学習
する。

（１）社会調査の目的・意義を確認し、社会調
査の歴史が理解できる。
（２）社会調査に必要な資料分析の仕方を習
得できる。

◎ 〇 〇

講義 1 2

社会調査を行うためには、正しい調査設計と
実施方法が不可欠である。この授業では、社
会調査によって資料やデータを収集し、分析
しうる形にまで整理していく具体的な方法を
解説する。

１）行おうとしている調査の目的を明確に意識
したうえでそれに応じた調査設計との結びつ
きを説明できる。
２）目的に応じて設計された調査を適切に実
施するための方法を選択しその理由を説明
できる。

◎ 〇 〇

講義 1 2

この授業では、一次資料のデータ分析技術
を学ぶ。内容としては、単純集計やクロス集
計などの記述統計データならびに質的デー
タの読み方をとりあげ、実証分析について理
解を深めることを目的とする。

（１） 社会調査に必要となる量的・質的データ
分析のスキルを身につける。
（２）官庁統計や簡単な調査報告が理解でき
るようになる。

◎ 〇 〇

講義 2 2

この授業では、社会調査に関わる基礎事項
や技法を確認するとともに、自ら社会調査を
実施し、その結果を調査報告書にまとめると
いう一連の調査過程を体験する。

（１） これまでに履修してきた社会調査の知識
を活用し、自ら調査が実施可能となる。
（２） 調査報告書の執筆を通じて、調査デー
タを自力で解析できる。

◎ 〇 〇

講義 2 2

この授業は、調査実習を行うことを目的とし
て、春学期に設定した調査テーマ並びに計
画にそって、調査対象者への深層面接調査
を実施し、その結果を分析し、報告書の執筆
にいたるまでの一連の社会調査のプロセスを
体験する。

（１）社会調査の一連の過程を体験すること
で、調査を実施できるスキルを身につける。
（２）自らの調査項目をもって調査対象者に連
絡し、深層面接調査を実施することができる。
（３）調査のメンバーと調査スケジュールを調
整しながら進めることができる。

◎ 〇 〇

講義 2 2

フィールドワークの方法論について、基礎知
識を学び、宿題の提出や最終レポートの作
成を通して実践的に理解する。インタビュー
調査について重点的に学ぶ。

（１）文化人類学や社会学の質的調査で用い
られるフィールドワークの方法論について理
解する。
（２）問題の設定から、調査（フィールドワーク）
の方法、レポートの作成に至るプロセスにつ
いて学び、卒業論文執筆に向けての基礎的
な能力を習得する。

◎ 〇 〇

講義 1 2

「宗教」とは何か。それは時代や地域でどのよ
うに異なっているのか。それらの「宗教」に基
づいて人々はどのように生き、価値を見出し
ているのか。この授業は、国の内外でみられ
る宗教的な事象について学びながら、学問と
して「宗教」を理解する態度を身に着ける。

（１）宗教学の基礎的な概念を現実的な問題
に関連付けて理解することができる。
（２）これにより宗教学的な思考法を身に着け
る。
（３）身に着けた思考法をグローバルなテーマ
を理解するために応用することができる。

〇 ◎ 〇

国際事情ゼミナール１

国際事情ゼミナール２

多文化共生ゼミナール１

多文化共生ゼミナール２

質的調査研究

歴史文化ゼミナール２

歴史文化ゼミナール１

社会調査法実践Ａ

社会調査法１

社会調査法２

社会調査法入門

社会調査法実践Ｂ

宗教学
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ディプロマ・ポリシー

科　　　　　　目　　　　　名
授業
形態

授業の主題
配当
年次

単
位

次のような知識や能力を備えた学生に学士（国際文化学）の学位を授与します。

①異文化理解に必要な情報収集力と言語能力を身につけている（技術）
②世界や地域の多様な文化について、学際的な見地から理解する見識を身につけている（知識）
③世界や地域の諸問題に関心をもち、情報収集と分析を通して公共に資する課題を設定することができる（思考）
④言語と知識を駆使して異文化交流に積極的に取り組む主体性を身につけている（意欲）
⑤言語・文化を異にする他者と共に生き、多様性を尊重することができる（態度）

授業の到達目標

ディプロマ・ポリシーの番号
◎達成のために特に重要
○達成のために重要

⑥国際交流、海外伝道、国際観光、国際スポーツ指導、国際ビジネス、地方創生などにおいて国の内外で「他者への献身」ができる（行動）

講義 1 2

「社会」はどのように生まれ変容しているの
か。時代や地域でどのような違いがみられる
のか。それらの「社会」において人々はどのよ
うに生き、価値を見出しているのか。この授業
は、グローバルなテーマを研究する3人の教
員がそれぞれの専門的な知見に基づいて講
義することで、受講生は国際的な視点で「社
会」を理解する態度を身に着ける。

（１）社会学の基礎的な概念を現実的な問題
に関連付けて理解することができる。
（２）これにより社会学的な思考法を身に着け
る。
（３）身に着けた思考法をグローバルなテーマ
を理解するために応用することができる。

〇 ◎ 〇

講義 2 2

ベルリンの壁崩壊（1989年）を契機としてグ
ローバル化と多文化化が一気に進展し、日
本に暮らす外国人も多様化しました。しかし、
この多文化化・多様化は、必ずしも多文化共
生社会の到来を意味してはいません。ヘイト
クライム問題、在留外国人に対する不当な差
別、先住民族に対する理解不足などの例か
ら、「共生」という状況には遠い現実のなかで
私たちは日々を過ごしています。この講義で
は、日本に暮らす様々なマイノリティの歴史と
現状について概説するとともに、私たちの日
本を多文化共生社会に近づけていくために
どのような視点が有効・必要なのかを考えて
いきます。

（１）日本に暮らすさまざまなマイノリティの文
化や歴史を説明することができる。
（２）現代の日本社会で、異なる文化や民族・
国籍をもつ人々との共生が必ずしもうまくいっ
ていない理由を説明することができる。
（３）未来の社会を作っていく一員として、多
文化共生社会の実現に向けて有効な取り組
みや行動を具体的に提案することができるよ
うになる。

〇 ◎ 〇 〇

講義 2・3・4 2

国際法は、伝統的に主権国家の関係を規律
する法として理解されてきた。しかし、グロー
バリゼーションの進展にともない、国際機構
やNGO、個人といった国家以外の主体にも
関わるものへと変化してきている。したがっ
て、現代を生きるわれわれにとって、国際法
を理解することは、世界のありようを理解しより
豊かな社会生活を送るために欠かすことので
きないものと言える。この授業では、こうした
状況をふまえてわれわれの身の回りに起こる
日々の出来事にも目を配りつつ、国際社会
の重要課題を法的な視点から捉え考察する
ことを目的とする。

（１）現代国際法の特徴について知り、説明で
きる。
（２）国際社会に生起する諸現象を法的な観
点から体系的に観察・記述・評価できる。
（３）国際的な裁判所の判例学習を通じてリー
ガル・マインドを身につける。

〇 ◎ 〇

講義 2・3・4 2

本講義では、現代の国際政治を考えるため
の基本的視座・視点、および基礎的な概念を
解説する。国際関係の歴史的展開を紹介し
たうえで、いくつかの具体的なテーマをとりあ
げて、現在の国際政治のあり方と課題につい
て講義する。

（１）学生が国際政治に関する基本的な知識
を身につけることができる。
（２）学生が国際政治の歴史的な展開を理解
することができる。
（３）学生が国際政治の現状を観察・分析する
ことができる。
（４）学生が国際政治の動きを、自分の言葉で
論理的に説明できるようになる。

〇 ◎ 〇

講義 2・3・4 2

本授業では、旧ソ連の諸国の国際関係につ
いて学ぶ。現在起きている国際関係の背景
にある旧ソ連の社会や人々をつないでいた
共通の文化などについて把握する。その知
見が複雑な現代の旧ソ連地域の国際関係を
理解する鍵になる。

（１）旧ソ連の社会的なつながりを知る。
（２）旧ソ連の文化的なつながりを知る。
（３）現在の旧ソ連地域の国際関係を学ぶ。

〇 ◎ 〇

講義 2・3・4 2

21世紀の経済は地球規模での相互依存が深
化する同時に、地域内や社会内の格差も拡
大している。本授業は、ローカル経済とグロー
バル経済の相互関係、地球規模で流通する
資源や商品の変遷、通貨と金融、エネルギー
とライフスタイルなどの問題を歴史的に学ぶこ
とから、現代世界の課題を見つめ直してい
く。

（１）世界史上の経済に関する重要事象につ
いて自分の言葉で語ることができる。
（２）自分の衣食住やアルバイト上の経験など
身近な事例から、国際経済を説明できる。
（３）SDGsの経済的取り組みについて考え、
語り、行動できるようになる。

〇 ◎ 〇

講義 2・3・4 2

世界経済の歴史を学び、世界経済がどの国
や地域を主人公とし、どのような点で成長し
衰退したか説明できるようになるとともに、世
界各地の経済発展がキャッチアップ型とリー
プフロッグ型のせめぎ合いで進行してきたこと
を理解し、説明できるようになることを目指
す。この授業では歴史を学ぶ前提として地理
学の面白さを伝え、そのあと、古代中国のさ
まざまな発明からイギリス産業革命までをとり
あげ、世界経済の発展をたどり理解する。

（1）経済学の基礎的な概念を理解したうえ
で、日々の経済生活の成り立ちを体系的に
説明することができる。
（2）歴史的な文脈や論点を踏まえつつ、経済
学における古典的文献を読みこなすことがで
きる。
（3）経済学的な思考様式を援用しながら、資
本主義に関わる自身のヴィジョンを説得的に
表現することができる。

〇 ◎ 〇

講義 2・3・4 2

欧米由来の自然保護思想をもとに行われて
いる環境政策は、いかに住民に影響をあたえ
ているのだろうか。この授業では、自然と深い
かかわりを維持してきた住民の視点にたち、
環境持続的であり文化的に適切な環境政策
のあり方について考える。

 （１）環境政策の成り立ちについて知る。
 （２）環境政策が住民に与える影響について

説明できるようになる。
 （３）環境政策において重要な視点をもてるよ

うになる。

〇 ◎ 〇

講義 2・3・4 2

21世紀に入り、自由貿易協定(FTA)の締結を
通して、投資や貿易等の経済的な関係を制
度的に統合しようとする地域経済連携の動き
が世界各地で活発化している。この授業で
は、アジア太平洋地域やヨーロッパでの地域
統合のねらいと歴史を概説する。とりわけ統
合が経済分野にとどまらず、政治分野におい
ても深い統合を進めている欧州連合（ＥＵ）の
例を多面的にみていくことで、地域統合の重
要性とリスクについて理解を深めてもらいた
い。

（１）世界各地域の地域統合のあり方とその違
いを理解することができるようになる。
（２）さまざまな地域統合の歴史について説明
することができるようになる。
（３）地域統合の長所だけでなく、リスクについ
ても議論することができる。

〇 ◎ 〇

講義 2・3・4 2

本授業は、世界各地の信仰を比較して共通
点や相違点を考察していく。仏教、ヒンズー
教、イスラム教、キリスト教などのメジャー宗教
だけではなく、航海信仰や山岳信仰など多様
な民間信仰もとりあげ、形而上学的世界では
なく、祈りの場や庶民の希求など基層の世界
を重視しながら授業をすすめていく。

（１）世界の諸宗教に関する基本事項につい
て自分の言葉で語ることができる。
（２）教義や経典などで概念的に比較するだ
けでなく、多様な祈りの現場から類似や相違
を捉えることができる。
（３）宗教が要因となる分断や紛争について
考え、語り、行動できるようになる。

〇 ◎ 〇

国際経済史

多文化共生学

社会学概論

比較宗教学

環境政治論

国際関係論

国際政治学

地域統合論

国際法

経済学概論



① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ディプロマ・ポリシー

科　　　　　　目　　　　　名
授業
形態

授業の主題
配当
年次

単
位

次のような知識や能力を備えた学生に学士（国際文化学）の学位を授与します。

①異文化理解に必要な情報収集力と言語能力を身につけている（技術）
②世界や地域の多様な文化について、学際的な見地から理解する見識を身につけている（知識）
③世界や地域の諸問題に関心をもち、情報収集と分析を通して公共に資する課題を設定することができる（思考）
④言語と知識を駆使して異文化交流に積極的に取り組む主体性を身につけている（意欲）
⑤言語・文化を異にする他者と共に生き、多様性を尊重することができる（態度）

授業の到達目標

ディプロマ・ポリシーの番号
◎達成のために特に重要
○達成のために重要

⑥国際交流、海外伝道、国際観光、国際スポーツ指導、国際ビジネス、地方創生などにおいて国の内外で「他者への献身」ができる（行動）

講義 2・3・4 2

文化人類学は人間の生活様式全般に関して
研究する学問である。本講義では、「文化」の
概念について学び、文化人類学の学説史を
概観する。19世紀中頃から20世紀末にかけ
ての文化人類学の理論的変遷を主な人類学
者の研究を通して理解する。

（１）文化人類学における「文化」の概念につ
いて理解する。
（２）進化主義、機能主義、構造主義など、学
説・理論によって文化へのアプローチが異な
ることを理解する。

〇 ◎ 〇

講義 2・3・4 2

ボランティアを通して他者や社会に自分の持
てる何かを「与える」という活動を通して、人は
他者や社会とつながり、関係を広げることが
できる。こうした人と人とのつながり・広がりを、
ボランティアネットワークとして学習する。

（１）ボランティアとはどのような活動であるか
を理解し、説明できる。
（２）ボランティアを通した人間関係の繋がり・
広がりの仕組みを理解し、説明できる。

〇 ◎ 〇 〇

講義 3 2

本授業は、社会学、文化人類学、歴史学が
明らかにしてきたエスノセントリズム、ステレオ
タイプ、オリエンタリズム、「中華」思想、「浄
穢」観念などの人類の自他認識の「枠組み」
を学び、異文化認識に対する相対性や異文
化理解に関する理論性・体系性を獲得する。

（１）人類の自他認識の諸類型について自分
の言葉で語ることができる。
（２）日本や世界各地の自己中心的な異文化
認識を相対化できるようになる。
（３）異文化理解の障壁を取り除くために考
え、語り、行動できるようになる。

◎ 〇 〇

講義 3 2

ハワイはマジョリティの民族集団が存在しない
多民族社会である。ハワイが多民族から構成
される社会になっていった歴史的経緯につ
いて学ぶ。さらに、ハワイにおける主な民族
集団の特性や、多民族社会ハワイの今日的
問題について理解する。

（１）多民族社会ハワイの歴史について理解
する。
（２）ハワイの各民族集団について知り、ハワ
イの事例を通して多文化共生の問題につい
て考える力を養う。

◎ 〇 〇

講義 3 2

ベルリンの壁の崩壊、ソビエト連邦の解体に
より冷戦が終結した現代世界は、唯一の超大
国としてのアメリカ一極体制を経て混迷の色
を濃くしている。この授業では、宗教改革とウ
エストファリア条約によって産み落とされた近
代主権国家が勢力拡大のために絶え間なく
戦争を繰り広げてきた近代世界の歴史を概
観し、人類の現在地を確認し、直面する諸問
題の解決への方向性を考察する一助とする。

（１）近代国家の成り立ちと性格を説明でき
る。
（２）東西冷戦を現代史のなかに位置付けるこ
とができる。

◎ 〇 〇

講義 3 2

東アジアでは、歴史的に中国の王朝国家と
内陸の遊牧民との対立が長く続いた。両者は
古くから交流を保ちながら、互いの価値観や
風俗習慣を混淆させることなく、むしろ独自の
文化を併存・発展させていった。この授業で
は、東アジアの歴史の基軸となった二つの文
化的伝統が形成された経緯を学び、現代の
東アジア世界につながる流れを把握すること
ができるようにする。

 （１）東アジアの歴史の基本的構造を理解す
る。

 （２）異なる文化体系をもつ社会の接触によっ
て生じた問題とその結果について理解する。

 （３）複数の文化に基づく視点から歴史を見る
ことを知る。

◎ 〇 〇

演習 3 2

与えられた課題（概説書の章や論文）を読
み、レジュメにまとめ、授業で発表を行う。学
期末には、各自の興味・関心に基づき、「卒
業論文トピック（案）」を発表する。

１）概説書を講読し、当該社会や文化につい
ての理解を深める。
２）文献講読やレジュメ作成・発表、レポート
執筆など、研究における基礎的な技術を身
につける。
３）卒業論文のトピック候補を幾つか見つけ出
す。

〇 ◎

演習 3 2

自らの興味や関心に基づき、書籍や論文を
講読しつつ、卒業論文のトピック（研究対象）
を探し出す。学期の前半は、指導教員の選
んだ学術論文を全員で輪読し、論文の構成
について学ぶ。学期の後半は、それぞれが
選んだ先行研究（書籍、論文）についての発
表を行う。

１）研究テーマ（問題）と研究トピック（対象）は
異なるものであることを理解する。
２）興味のあるトピックに関連する参考文献を
探し出し、それらの文献を読み込んで発表し
ていくことで、卒業論文の研究テーマを明確
にする。

〇 ◎

演習 4 2

学期の前半は、卒業論文の序論の執筆を進
め、論文全体の枠組みを定めて、各自発表
を行う。また、卒業論文に関連する先行研究
を読み進め、レポートを提出する。学期の後
半は、それぞれの調査に向けての準備を進
め、具体的な調査計画や調査結果を各自発
表し、互いに批評する。

（１）卒業論文の執筆に向けて、研究テーマを
明らかにする。
（２）問題の背景、研究目的、研究対象につ
いての説明からなる卒業論文の序論に当た
る部分を完成させる。
（３）アンケートやインタビュー、参与観察など
の調査に基づいて論文を執筆する学生は、
調査に向けての準備（アンケート用紙や質問
リストの作成）を進める。

〇 ◎ 〇

演習 4 2

学期の前半は、フィールドワークや資料調査
で収集したデータの分析を進め、中間発表を
行う。学期の後半は、参考文献を参照しつ
つ、考察を進め、卒業論文を執筆する。

（１）卒業論文の執筆に向けて、各自の調査
で得たデータの分析を行い、関連書籍や先
行研究論文を参照しつつ、考察を進める。
（２）トピック（研究対象）を通してテーマ（問
題）にアプローチするという姿勢を常に意識
し、卒業論文を完成させる。

〇 ◎ 〇

講義 3 2

高等学校学習指導要領「公民編」における社
会・公民の目標と内容構成を理解し、代表的
な社会・公民の授業実践を分析・検討するこ
とをとおして、「よりよい授業」に共通する理論
を習得する。
また、授業構成理論を踏まえた学習指導案を
作成し、指導方法や評価についての意義、
具体的方法など、社会・公民科指導法の基
本を実践的な経験をもとに解説する。

（１）公民科教育の歴史と特質、意義や目的
を理解することができる。
（２）社会・公民科教員として必要な資質・能
力の基本を習得することができる。

〇 〇 ◎

講義 3 2

公民科教育の目標・内容及び授業構成の基
本原理について実践的な経験をもとに解説
する。高等学校における授業の実際につい
て学習指導案や授業実践の分析・検討を行
い、教材開発、展開について考察する。受講
者による学習指導案の作成、模擬授業、ディ
スカッションを行う。

（１）授業構成理論に基づく学習指導案の作
成や模擬授業をとおして、高等学校公民の
授業デザイン、授業分析理論について理解
することができる。
（２）高等学校公民の学習指導に必要な資質
や授業スキルの基本を習得することができ
る。

〇 〇 ◎

ボランティアネットワーク論

文化人類学概論

社会・公民科指導法１

社会・公民科指導法２

国際文化演習３

国際文化演習４

歴史文化論

国際文化演習１

国際文化演習２

異文化理解論

多文化共生論

国際事情論
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ディプロマ・ポリシー
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次のような知識や能力を備えた学生に学士（国際文化学）の学位を授与します。

①異文化理解に必要な情報収集力と言語能力を身につけている（技術）
②世界や地域の多様な文化について、学際的な見地から理解する見識を身につけている（知識）
③世界や地域の諸問題に関心をもち、情報収集と分析を通して公共に資する課題を設定することができる（思考）
④言語と知識を駆使して異文化交流に積極的に取り組む主体性を身につけている（意欲）
⑤言語・文化を異にする他者と共に生き、多様性を尊重することができる（態度）

授業の到達目標

ディプロマ・ポリシーの番号
◎達成のために特に重要
○達成のために重要

⑥国際交流、海外伝道、国際観光、国際スポーツ指導、国際ビジネス、地方創生などにおいて国の内外で「他者への献身」ができる（行動）

実習 1・2・3・4 1
国の内外の多文化に生で触れる貴重な機会
として、学生が自主的に体験活動の内容を企
画し、担当教員に相談の上実践する。

（１）他者の様々な文化に触れ、体験すること
ができる。
（２）活動を企画し、報告書としてまとめる能力
を養うことができる。

○ ○ ○ ◎ 

実習 1・2・3・4 1
国の内外の多文化に生で触れる貴重な機会
として、学生が自主的に体験活動の内容を企
画し、担当教員に相談の上実践する。

（１）他者の様々な文化に触れ、体験すること
ができる。
（２）活動を企画し、報告書としてまとめる能力
を養うことができる。

○ ○ ○ ◎ 

4 4

学部・学科教育の集大成であり、4年間学ん
できた成果を表現する場である。関心のある
対象・テーマに関して、先行研究を踏まえな
がら、独自の意見を形成し、説得的かつ論理
的な論文を作成する能力を養成する。

（１）先行研究に関する文献調査ができる。
（２）テーマに関するフィールド・アンケート調
査ができる。
（３）独自の意見を形成できる。
（４）意見を論文のルールにしたがって表現で
きる。

○ ○ ◎ 卒業論文

多文化体験活動１

多文化体験活動２



① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ディプロマ・ポリシー

科　　　　　　目　　　　　名
授業
形態

授業の主題
配当
年次

単
位

次のような知識や能力を備えた学生に学士（国際文化学）の学位を授与します。

①異文化理解に必要な情報収集力と言語能力を身につけている（技術）
②世界や地域の多様な文化について、学際的な見地から理解する見識を身につけている（知識）
③世界や地域の諸問題に関心をもち、情報収集と分析を通して公共に資する課題を設定することができる（思考）
④言語と知識を駆使して異文化交流に積極的に取り組む主体性を身につけている（意欲）
⑤言語・文化を異にする他者と共に生き、多様性を尊重することができる（態度）

授業の到達目標

ディプロマ・ポリシーの番号
◎達成のために特に重要
○達成のために重要

⑥国際交流、海外伝道、国際観光、国際スポーツ指導、国際ビジネス、地方創生などにおいて国の内外で「他者への献身」ができる（行動）

講義 2・3・4 2

「多様性」は未来のことではない。「多様性」
は存在している。他人を差別してはいけな
い、暴力は問題解決の手段ではない、という
ことは周知のことである。しかし、差別も戦争
もなくならない。この授業では、どのような場
合に人間や文化の多様性が無視（不可視
化）されてきたのか。その歴史を学ぶことで未
来の多様性共存の態度を養う。

（１）差別と抑圧の世界史を知る。
（２）それを正当化する「野蛮」の言説の存在
を知る。
（３）他者と共存できる思考・態度を身につけ
る。

〇 〇 ◎

講義 2・3・4 2

この授業では、韓国社会への知識を高めるた
めに、首都ソウル市と地方都市の地域文化を
とりあげ、社会学的視点から、国家政策なら
びに地方自治体が地域文化に与える影響を
学習する。

（１）韓国の首都と地方都市についての歴史と
現状を説明できる。
（２）韓国社会の多様な地域文化への知識を
深め、日本社会と比較する能力を高める。

〇 〇 ◎

講義 2・3・4 2

西洋人と接触する以前のハワイの伝統文化
について学び、接触後の文化変容やハワイ
併合に至る歴史を理解し、現在の多民族社
会ハワイにおけるハワイ人について学ぶ。

（１）ハワイとハワイ人の歴史と文化について、
基礎的な知識を身につける。
（２）異なる文化が出会うハワイを知ることで、
文化とは何か、異文化接触により何が起こる
のかについて考える力を養う。

〇 〇 ◎

講義 2・3・4 2

40か国以上の国々がひしめくヨーロッパに
は、様々な言語、宗教、生活習慣、価値観が
見られる。この授業ではそれらの中から、おも
にドイツ語圏およびフランス語圏で守られてき
た宗教行事・お祭り（カーニバル，復活祭，ク
リスマス）、食文化、世界文化遺産を紹介す
る。また、世界各地から受け入れてきた移民
や難民たちがヨーロッパで出身地域の文化と
定住先地域の文化を融合（ミックス）させてい
るのかも取り上げる。

（１）ヨーロッパの言語、宗教、生活習慣、価
値観の多様性について具体的に説明でき
る。
（２）移民・難民が大切にしている出身地域の
文化や移住先の文化との融合について説明
できる。
（３）地域統合を進めるＥＵのモットー：「多様
性の中の統一」の功罪について議論できる。

〇 〇 ◎

講義 2・3・4 2

本授業で使用するスラブ・ユーラシア地域と
は、旧ソ連の国々や地域、さらには旧東欧諸
国のことを指している。この地域はヨーロッパ
地域のみならず、アジア地域、カフカース地
域、中央アジア地域を含んでいる。したがっ
て文化も非常に多様であり、相互に影響を与
えながら豊かな文化を育んできた。しかし、ソ
連解体前後から国の体制はもちろん文化面
においても大きな変化を受けている。実際に
どのような変化が文化面で見られるのかにつ
いて学ぶ。

（１）この地域の文化の多様性について知る。
（２）この地域の文化の多様性とその変化につ
いて考える。
（３）ソ連解体後のこの地域の文化の状況に
ついて知る。

〇 〇 ◎

講義 2・3・4 2

アフリカ大陸に対して、大自然というイメージ
を持つ人は多いが、そこに暮らす人々につい
て知る人は少ない。この授業では、豊富な自
然を活用しながら文化を成り立たせている
人々について学ぶ。

（１）アフリカの自然の多様性について学ぶ。
（２）アフリカの文化の多様性について学ぶ。
（３）ステレオタイプ的なアフリカ観を乗り越え
る。

〇 〇 ◎

講義 2・3・4 2

アメリカス世界の文化の基層にはメソアメリカ
文明、アンデス文明に代表される古代文明が
存在する。この授業では、近年飛躍的に研究
が進展した古代マヤ文明に焦点をあて、最新
の研究成果を活用しながら、その概要を学習
する。

（１）マヤ文明の概要を説明できる。
（２）マヤ文明の魅力を語ることができる。

〇 〇 ◎

講義 3・4 2

本授業は、気候変動や環境変化、自然災害
やパンデミック、人口の増減や移動、国境や
海洋をめぐる軋轢、植民地支配や先住民問
題、地域紛争と世界大戦など、国や地域の枠
組みではとらえきれない歴史事象を、グロー
バルな視点で学んでいく。

（１）世界の歴史と社会に関する重要な事象
について自分の言葉で語ることができる。
（２）国や地域をこえた地球市民として視野と
発想力・思考力を身につける。
（３）21世紀の人類の課題解決のために考
え、語り、行動できるようになる。

〇 ◎ 〇

講義 3・4 2

前近代中国では国家機構が唯一最大の権
威ある組織であり、軍事・司法・民生から文化
に至るまで国家が直接統制していた。強力な
国家機構による統制は、中国が周囲の国々
に対して圧倒的優位に立つ基盤をなしたが、
内外の状況が悪化すると急速に力を失い秩
序を維持できなくなるという弱点があった。こ
の授業では、明・清時代の中国における国家
と社会の関係について学び、アジアの伝統
的社会のあり方をその成り立ちに遡って理解
できるようにする。

 （１）中国の伝統的な国家と社会の関係につ
いて知る。

 （２）伝統的社会が形成される歴史的経緯を
理解する。

 （３）社会の特性を歴史的経緯に基づいて考
察する態度を身につける。

〇 ◎ 〇

講義 3・4 2

オセアニア社会の歴史的変遷をたどりつつ、
今日的なテーマやトピックについても注意を
払いながら、ビデオなどの教材も利用してオ
セアニアの歴史を概観する。オセアニアの中
でもポリネシア、メラネシア、ミクロネシアの島
嶼部を中心に学ぶ。

（１）オセアニアの歴史と文化について、主に
文化人類学の観点より理解する。
（２）太平洋の島々の伝統的な社会や文化に
ついて知り、異なる文化が出会った時に何が
起こるのかを理解し、文化についての理解を
深める。

〇 ◎ 〇

講義 3・4 2

この講義では、「国家間・イデオロギー間の対
立と和解」という観点から、20世紀以降のヨー
ロッパ現代史の節目に起きた出来事を取り上
げます。特に重要な節目として挙げられるの
は、ヒトラーが政権を掌握した1933年、第二
次世界大戦が終結した1945年、伝統的価値
観が根底から揺らいだ1968年、そして冷戦が
終結した1989年、ロシアによるウクライナ侵攻
が始まった2022年になるでしょう。

（１）ナチス・ドイツの人種政策が、現代の日本
社会とも関わる問題であることを説明すること
ができる。
（２）東西冷戦の象徴と言われたベルリンの壁
について、建設された目的や背景、崩壊に
至った経緯を説明することができる。
（３）対立・憎悪から和解・協力への道を選択
したヨーロッパの歩みをヒントに、アジアの中
で日本が果たすべき役割について自分なり
の見解をもつことができるようになる。

〇 ◎ 〇

グローバル文化論

アジア地域文化論

オセアニア地域文化論

ヨーロッパ地域文化論

スラヴ・ユーラシア地域文化論

ヨーロッパの歴史と社会

アフリカ地域文化論

アメリカス地域文化論

世界の歴史と社会

アジアの歴史と社会

オセアニアの歴史と社会



① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ディプロマ・ポリシー

科　　　　　　目　　　　　名
授業
形態

授業の主題
配当
年次

単
位

次のような知識や能力を備えた学生に学士（国際文化学）の学位を授与します。

①異文化理解に必要な情報収集力と言語能力を身につけている（技術）
②世界や地域の多様な文化について、学際的な見地から理解する見識を身につけている（知識）
③世界や地域の諸問題に関心をもち、情報収集と分析を通して公共に資する課題を設定することができる（思考）
④言語と知識を駆使して異文化交流に積極的に取り組む主体性を身につけている（意欲）
⑤言語・文化を異にする他者と共に生き、多様性を尊重することができる（態度）

授業の到達目標

ディプロマ・ポリシーの番号
◎達成のために特に重要
○達成のために重要

⑥国際交流、海外伝道、国際観光、国際スポーツ指導、国際ビジネス、地方創生などにおいて国の内外で「他者への献身」ができる（行動）

講義 3・4 2

本授業で使用するスラブ・ユーラシアとは、旧
ソ連の国々や地域、さらには旧東欧諸国のこ
とを指している。授業では、1985年のソ連の
ペレストロイカ開始から現在までの歴史的な
側面と社会の変遷について多角的に学ぶ。

（１）ペレストロイカから現在までのこの地域の
歴史について知る。
（２）ペレストロイカから現在までのこの地域の
社会の変化について知る。
（３）スラブ・ユーラシアの現状と今後について
考える。

〇 ◎ 〇

講義 3・4 2

紛争、病気、環境破壊、自然保護による住民
の生活・文化の圧迫など現代アフリカが抱え
る問題について学ぶ。この授業では、これら
の問題を歴史的な背景から掘り下げ、問題解
決に重要な視点について考える。

 （１）現代のアフリカが抱えているさまざまな問
題について知る。

 （２）アフリカの抱える問題を歴史的観点から
説明できるようになる。

 （３）問題解決に重要な視点を身につける。

〇 ◎ 〇

講義 3・4 2

地球の陸地面積の約７分の１を占め、地球人
口の約１割を占めるラテンアメリカの歴史を学
ぶ。アメリカス世界の非人道的な欧米によるコ
ロニアルおよびポストコロニアル支配の実態
を学習し、歴史世界に批判精神をもてるよう
にする。

（１）アメリカス地域の歴史概略を把握する。
（２）先住民に対する歴史的な支配と抑圧の
実態を知る。
（３）歴史的事件を社会構造的に捉える態度
を身につける。

〇 ◎ 〇

スラヴ・ユーラシアの歴史と社会

アフリカの歴史と社会

アメリカスの歴史と社会


